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ポー トフォ リオ学習を取 り入れた英語授業の試み
　　　　　一自律的英語学習を目指して一
土 持 か お り
は じめに
　近年、学習者の自律性 を重視 した授業に焦点が置かれるとともに、従来の 厂教師主導型」か
ら 「学習者 中心型」授業への移行が英語教育でも主流 とな りつつある。学習者 の自律性を重視
し、「自律的学習」を促進す る実践 ・研究が盛んに行われてい るが、その中で も注 目を集 めてい
るのが、厂ポニ トフォ リオ」を取 り入れた授 業実践である。ポー トフォ リオ とは基本的には 「あ
る目的の もとに学習者 の作品などを収集 した もの」であ り、教育分野におけるポー トフォ リオ
は簡潔 に表現す ると、 目的つき学習ファイル とい うことができ、この点では学習プ リン トなど
を無 目的に綴 じ込 んでいくファイル とは明確に区別 される。ポー トフォ リオの定義は多彩であ
るが、「収集」 「選択J「事項省察」 とい うキーワー ドによって表現 され る3つ のプロセスを共
通 して持っ ことで語学学習にも有効 に活用す ることができることか ら(小 嶋他、2010)、日本
でも学習者 の自己省察 ・自律 を促 す 目的でポー トフォ リオを授業に組 み込む試みが報告 されて
いる。
　筆者は教養科 目の英語授業で映画を利用 した リスニングの授業を行 ってい る。映画は リスニ
ングが苦手な学生でも興味 も持 ちやすい とい う利点もあるが、映画の英語は市販の リスニング
教材に比ベナチュラルな英語だ けに難易度が高いとい う問題点もある。 さらに 「受け身」的な
授業に慣れてい る多 くの学生達の中には明確な 目標 もないままに学習意欲が低下 してい く者 も
出て来てお り、従来の教師中心の授業ではなく、 リスニングを含め 自らの学習活動に責任 を持
たせて 自律 的に意欲的に授業に取 り組めるよ うな授 業への移行 の必要性を感 じていた。そこで、
筆者は2年 前か ら市販 テキス トに代 わ り自主作成教材を使用するとともにポー トフォ リオ学習
を取 り入れることで学生が 自らの学びに 自律的に関わっていける授 業実践 を試みている。本研
究は、教育的ツール としてポー トフォ リオを導入することで 自己評価、 自己学習のモニターを
焦点に置 き授業改善を行 ったアクシ ョン リサーチの視点からの取 り組みでもある。
　本稿では、まず、ポー トフォ リオの成立背景か ら始め、次に語学学習の状況でのポー トフォ
リオを導入す ることの有効性 を示す理論的根拠 について述べる。 さらに、 日本 での語学授業に
お けるポー トフォ リオの取 り組みを考察 し、次に筆者が授業に導入 したポー トフォ リオを紹介
した上で、学習者 が自律的に、そ して意欲的に学習に取 り組む とい う点でどのよ うな効果 があ
ったかにっいて、学生に実施 したアンケー ト結果2年 分 を基 に報告する。
1.ポ ー トフォ リオ の成 立背 景
　 「ポー トフォ リ(Portfblio)」とは元 来 直接 の教 育 用語 で は な く、語 義 の上 で は 「今 ま でに制
作 され た 一連 の 作 品群」 とい った もの が近 い と思 われ る。 語学 教 育 と密接 な 関 わ りを持 っ に至
った のは 欧州 評議 会(The　Council　ofEurope)力弐提 唱 した 外 国語教 授 法 と して のポー トフォ リ
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オ学習であ り、厂ヨー ロッパ言語ポー トフォ リオ(ELP)」が考案、開発 された(新沼、中川2005)。
ELPは欧州評議会の言語教育政策 を推進するために考案 され、言語学習 を促 し、欧州評議会加
盟 国間 の移 動 を促 進 す る ことが 目的 と され てい る。ELPは 「言語 パ スポー ト(language
passport)」「言語学習記録(language　biography)」「資料集(dossier)」の三部 から構成 される。
「言語パスポー ト」 には学習者 の言語に関す る資格や公的評価 、言語学習経験や異文化体験を
記載 し、学習者 の言語能力を証明す るパスポー ト的な役割を果たす。厂言語学習記録」は学習者
が学習進行状況 を記録 し自己評価 を行 う学習ダイア リーのよ うなもので、 自己内省 により自律
的学習を促 し、ELPの 中心的役割を担 う。 「資料集」は学習過程において作成 した課題や レポ
ー ト、プロジェク トワーク、学習記録、学習成果 を収集 ・保管 し、学習の熟達度を認識す る役
割を果たす(加 藤、2010)。Little(2002)によると、ELPは外国語教育の連続性 を保つため
に重要であ り、学習動機を高 め、自律的学習を促す とされてい る。
2.ポ ー トフォ リオの有効性
　近年にな り欧州以外 でもポー トフォ リオを活用 した学習が注 目され導入 されっっある。 ここ
ではポー トフォ リオを授業に導入す ることの有効性 を示す理論的根拠を先行研究か ら明 らかに
していきたい。Danielson&Abrutyn(1997)は、ポー トフォ リオの定義を様々な文献か ら引用
した上で、その定義は多彩であるが同時に次のような共通点を有 していると述べている。
(1)ポー トフォ リオが学習者の学習資料 を 厂収集」 した ものである。
(2)資料収集 はランダムにではなく目的を持 って行われ適切 なエン トリー が 「選択 されて
　 い る」。
(3)学習者 が資料 に基づ き 「自己省察」 を行 う。
また、ポー トフォ リオ作成上の主要な相違は、その 目的は 「評価」であるのか 「教授学習手段」
であるのか とい う作成上の目的の相違によって生 じるものであることを述べてい る。ポー トフ
ォ リオは、教師には適切 な指導の枠組みを与えて くれ る有効な評価方法 として使用できる一方、
学習者の 自己評価能力を高める とともにメタ認知能力(metacognitive　ab lity)を高める とされ
てお り(Smolen,　Newman,　Wathen,&Lee,1995)、教師 と学習者の両者に とって、評価手段
と学習手段 との両面か ら授業に取 り入れる意義 は大きい と考えられる。
　 さらにポー トフォ リオ学習は 「メタ認知ス トラテジー」の使用を可能 とす る方略で学習 を効
果的に進 める要素 とされ、「学習者 が リフ レクション(自 分の認知過程を省察す る)、モニタ リ
ングしなが ら効果的に学習 を進 めていく活動」を顕在化するものとして位置づけ られている(加
藤、2010)。これ らを含め、よ り具体的なポー トフォ リオ使用の利点 としては、1)学習者 が学
習の過程 を振 り返 ることができる、2)一定の期間に迫 る継続的な評価が行 える、3)学習者独
自のものが作成でき、達成感を感 じることができる、4)自分の学習管理 を行 うことで学習に
対する責任 を高 めることができる、5)学習を振 り返 ることで弱点や力の向上を評価 し目標 を
(再)設定するのに役立つな どが挙げ られる(下 、2006)。っま り、ポー トフォ リオ を活用 し
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た授 業活動では学習者に 自らの学習に責任を持たせて学習意欲 を高め、学習の 自律性を向上 さ
せ るための機能が備 わっていることが分 かる。
3.ポ ー トフォ リを導入 した授業の先行研究
　 ポー トフォ リオは どのような授業にあって も活用が可能であ り、様 々な授業で導入 した際の
学習者にもた らす効果 が報告されてい る。授業に導入 した研究は リーデ ィングの分野で多 く、
Carrell(1998)は、メタ認知的 リーディング ・ス トラテジー を定着 させ るためには、学習者が 自
分 自身の リーディングを批判的に自己省 察す る機会 を教授 に組み込む必要があることを指摘 し
ている。Smolen,　Newman,　Wathen,&1.ee(1995)では、学習者のメタ認知的な 「自己省察」を
促すことによって リーディング ・ス トラテジーを身に着け させ る手段 としてポー トフォ リオを
取 り入れ効果 があった ことが報告 されている。 日本においては、峯石(2002)では、大学での
リーデ ィング ・ライテ ィングプログラムにポー トフォリオ作成 を組み込み、テス ト結果に有意
差は認 められなかったもののポー トフォ リオによる動機づけ効果が認め られたこと、また多 く
の学習者がポー トフォ リオ作成に関 して英語学習に積極的な効果を及ぼす と捉えていることが
報告 されている。
　 佐藤 ・山名 ・中川(2004)では、PCで の英語授業(CD-ROM教 材 による個人学習中心の
授業)に ワークシー トに授 業活動を記録 しノー トに貼 ることでポー トフォ リオを作成す る活動
を組み合わせた指導法を行い、学習効果(文 法項 目などの習得)と い う点では不満足な点 も多
いが、学 習意欲 を引き起 こす上では大きな効果 を上げたこ とが報告 されてい る。新 沼 ・中川
(2005)では、大学の リメデ ィアル教育へ のアプローチとしてAssessment　Portfolioの学習形
態 を導入 している。LL教 室での発音 ・リスニング学習に単語や熟語、例文な どをノー トに書
き加えてい くとい うノー ト作成 を中心 としたポー トフォ リオ学習を行い、それ を教員が随時チ
ェック し改善点等を書 き加 えるとい う形態は多 くの学生 に好意的に受け入れ られ、ノー ト作成
の評価へ の反映 ・ノー ト作成によって得 られ る達成感 と充実感、教師による丁寧なチェックが
学習者のや る気 を喚起す ることにつながった とい う結果 がアンケー ト調査か ら報告 されている。
　 コ ミュ.=ケー シ ョン能力向上中心の授業にポー トフォリオを導入 した先行研究 として、加藤
　(2010)は教養科 目の授業(リ スニング ・リーディング ・グラマー)に おいて学習者の 自律的
学習を促 し、モチベーシ ョンの維持 を図ることで ドロップア ウ ト者数を減 らす手立て として学
習者 ポー トフォリオ を導入 し、学習意欲(4点 法アンケー ト)、学習成果(TOEFL点数の上昇
率)の 両面において有効であ り、特に習熟度の低いクラスの学習成果にポー トフォ リオの効果
が顕著 に表れていることを報告 している。 これは習熟度の高い学習者はすでに 自律的学習習慣
が身に付いているためではないかと考察 している。
　 英語以外では、玉木(2008)はELPを構成す る一部である、「学習 目記」 と 「学習チェック
リス ト」を ドイツ語 「文法」のクラスに導入 し、前者においては教員 と学生 との問の コミュニ




　筆者 は、本学2年 次生の前期開講科 目である教養英語で、映画を教材 とした リスニング授業
を担 当しているが、2013年度 と2014年度 はそれ まで使用 していた市販テキス トに替え、ポー
トフォ リオ作成 を取 り入れた授 業実践を行った。ポー トフォ リオを導入 した 目的は、学習者 が
自己モニター、自己省察、自己評価を行いながら自律的にリスニング学習に取 り組む ことによ
り、学習意欲 ・自律性 といった情意的な レベルでの向上 を促す ことにある。 またポー トフォ リ
オの効果が先行研究で も明らかになっているが、筆者 の授業の中で学習者がポー トフォ リオの
導入によ り学習意欲の向上 を感 じとることができたか、自律的に英語学習に取 り組 めたか、ま
たこの点で効果があった とすれ ば、ポー トフォ リオ学習の どのよ うな点 によると考えられるか




　対象者 となるのは筆者担 当の教養科 目の英語 を受講 した2013年度2年 生21名 と2014年度
2年生16名である。授業は前期開講 ・週1回(90分)×14回 の映画 を教材 として使用 した リ
スニング ・ス ピーキングカの向上を 目標 としてい る。筆者のクラスも含 め教養科 目の英語授業
は少人数教育を 目的 としているため1ク ラス20名程度 としている。
5.2.ポー トフォ リオの構成 と導入法
　様々な教育者がポー トフォ リの定義づ けを行っているが、共通 した重要な特徴は、(1)個々
の学習者 の作品集であること、(2)ある特定の 目的を持 って構成 されたフォルダーであること、
(3)学習者が 自己の作 品に対 しコメン トや 自己省察の機会を持つ ものであること、の3点 で
あることが指摘 されている(Danielson他、1997)。特に3番 目の 「自己省察」のプロセスを通
して学習者は 自分 自身の学びに対する気づきの機会を増や してい くことができ、 この点がポー
トフォ リオを導入す る授業 としない授業の大 きな違いであることも指摘 され てい る。 これ らを
踏 まえ、2013年度及び2014年度 の授業に導入 したポー トフォ リオは、 「学習ファイル(資 料
集)」、「リフ レクシ ョン ・シー ト(自 己学習省 察記録)」、「セルフ ・チェック リス ト(自 己学習
評価シー ト)」の三部か ら構成 される。
　 厂学習 ファイルJは 予習用のワークシー トを含め授業で取 り組んだワークシー ト類 を一っに
まとめる役割 を果 た し、その内容は各ユニ ットごとに、 リスニング演習場面の語彙 ・フ レーズ
等か ら成 る予習シー ト、 リスニング演習場面に出て くる事項を中心に音声変化 ・リズム ・イン
トネーションを扱 った ワー クシー ト 「ListeningTips」、内容理解問題、ディクテー シ ョン ・シ
ー ト等で構成 され 、授業終了後 に全てファイルに綴 じさせ提出 させた。学習 ファイル導入の 目
的は、ユニ ッ トごとの資料を学習者 が見直す ことで学習内容を復習できること、また 自分の問
題点 ・進歩 した点など自己の取 り組み具合 を認識できるとい う点である。
　 厂リフレクション ・シー ト」(資料1)はA4半 分の冊子で、毎回授業終了前に5～10分程度
一m
時間を取 り、特に有益 と思われた学習内容、 リスニング ・ス ピーキング演習にっいての振 り返
り、映画 の感想 、質問を所定の欄 に記入 させた。「リフレクション ・シー ト」導入の 目的は、単
に授業を受けっぱな しで終わらせ るのではなく、毎回、学習内容 とリスニング ・ス ピーキング
の自己の取 り組みを振 り返 りながら記録することで問題点や進歩 した点 を認識 させ ることと、
教員か らのア ドバイスを踏 まえ、次回の学習につなげるとい うことにある。新沼 ・中川(2005)
でも、教師による丁寧なチェックが学習者 のやる気 を喚起す ることにっながった とい う結果が
アンケー ト調査か ら報告 されていることか ら、筆者 も毎回丁寧なチェ ックを心がけた。具体的
には、授業終了後、筆者は 「学習 ファイル」 に綴 じられた予習プ リン ト及び授業 での ワークシ
ー トを見なが ら各学生の取 り組み具合 をチェック し、さらに 「リフレクション ・シー ト」に記
入 された学生の自己省察を読み、ア ドバイスや改善点、感想等を記入 し、質問には回答 をした。
「学習ファイル」 と 「リフ レクシ ョン ・シー ト」は学生が事前に目を通せ るように毎回授業開
始前に学習ファイル とともに教卓に置いてお き各 自受 け取 らせる、 とい う形態の返却法 を取っ
た。
　 「セル フ ・チェック リス ト」(資料2)の 目的は、リスニング及びスピー キングにっいて定期
的に 自己評価 とい う形で学習者 自身に自己の能力 を認識 させ ることにある。具体的には、ELP
の能力記述文 「～ができる(can　do)」に倣い、　Can-doリス ト的に教師が定めた項 目において、
「できる ・なん とかできる ・あま りできない ・まだできない」の4点 での 自己評価お よび自己
設定 した到達 目標 にっいて定期的に 自己評価 させ ることで自律的学習を促進 させ ることにある。
自己評価は第1回 授 業、第7回 授業(中 間点)、第15回授業(最 終授業)の3回 行わせ、また
初回授業ではCan-doリス ト項 目以外に リスニング、ス ピーキングそれぞれについて各 自の到
達 目標 を設定 し記入 させた。「セルフ ・チェック リス ト」は枚数が少ないため、「学習 ファイル」
の最後 に収めた。
　本研究の対象 となる学生はポー トフォ リオ形式の授業を受講す るのは初めてであ り、 自己省
察を行 うとい うことも初 めてである。それ故、第一回 目の授業でポー トフォ リオの意味 と導入
の目的 を学生 に説 明し、特に 「リフ レクシ ョン ・シー ト」の記入により授業内容 と自己の取 り
組みを振 り返 ることの学習上の重要性について詳 しく説 明 し、毎回記入す ることの意義を認識
させた。
6.ア ンケ ー ト結 果 お よび考 察
　 ア ンケ ー トは 筆者 作成 の もので 学期 末 に実施 した。 項 目は以 下 の通 りで あ る。
　 　 (1)学習 フ ァイル に 関 して(1項 目)
　 　 (2)リフ レクシ ョン ・シー トに 関 して(4項 目)
　 　 (3)セル フ ・チ ェ ック リス トに 関 して(2項 目)
　 　 (4)ポー トフォ リオ を用 いた 英語 学 習 に関 して(2項 目)
全 て 「強 く思 う(4)、思 う(3)、あま り思 わ ない(4)、 思 わな い(1)」 の4点 法 の選 択式 で 回
答 させ た。 さらに 、筆者 はア ンケ ー ト調 査 に 際 して 、ポー トフ ォ リオ 学習 に 関 して学 生 が どの
よ うな印 象 、感想 を抱 い たか を詳 し く知 るた め に、以 下 の3つ の項 目にっ い て 自由記 述 させ た。
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1.こ の授業ではテキス トを使用せず、「学習 ファイル」を作成 していく方法 をとりま した
　　が、 このような形式にっいて どのような感想を持 ちま したか。
2.毎 回、授 業や 自己の取 り組みを振 り返 りながら 「リフ レクシ ョン ・シー ト」に記入す
　　るや り方 にどのような感想 を持 ちま したか。
3.　厂リフ レクション ・シー ト」に毎回、教師がコメン トを付けることについて どのよう
　　に感 じま したか。
2013年度及び2014年度のアンケー ト結果を以下に示す(表1～ 表9)。なお、各表中の数字 は
実数で、括弧内は%を 示す。 自由記述に書かれた感想 も交え、各項 目の結果 を順 に考察 してい
きたい。
(1)学習 フ ァイル に 関 して
表1.学 習ファイルを作成 してい くことで主体的に授業に取 り組めたと思 う。
4 3 2 1 平均値
2013年度 6　 (28.6) 12　(57.1) 3　 (14.3) o　 (o.o> 3.14
2014年度 8　 (50.0) 8　 (50.0) o　 (o.o> o　 (o.o> 3.50
　表1に 見 られ る通 り、2013年度約85%、2014年度全員が学習ファイル を作成 してい く授 業
に主体的に取 り組 めた と思 うと回答 している。 自由記述1の 中で特 に多 く見 られたキーワー ド
は 「達成感」、「ファイルの見直 し」、厂主体的」 などであ り、2013年度、2014年度 の学生全員
が学習 ファイルを作成 してい く形式の授業を肯定的に捉 えた記述を している。以 下に何点かを
挙げ る。なお、()内 は年度 を示す。
　 (2013)自分の学習の成果 が少 しずつ積み上 がってい くので達成感があ りま した。
　 (2013)自分の成果をす ぐ目にすることができるのでや る気が出ました。
　 (2013)Listening　Tipsはわか りやす く、つづ ってあることでいっでも確認で きよかった。
　 (2013)とてもわか りやす くまとめてあったので何の抵抗 もなく難 しい英語の勉強ができた。
　　　　　細かい所 まで丁寧に作成 されていたので毎回の授業が楽 しかった。
　 (2014)いつ何度でも見直 して復習することができたので とてもよかった。またファイルが
　　　　　厚 くなってい くほど、「また1つ 覚えた ことが増 えた」 と嬉 しく思えました。
　 (2014)自分で予習 をしてきて自分 で記入することで市販のテキス トの英語の授業 とは違い
　　　　　 自然に主体的に授業に取 り組めたと思 う。
　 (2014)ファイルだ とこの授業での 自分の成長がわか り何が弱点かも把握す ることができて
　　　　　 よかった。
今後検討すべ き点としては、ファイルは試験前にだけ持 ち帰 らせたが、もっ と自宅で見直す機
会が欲 しかった とい う意見があったことである。
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(2)リフレクション ・シー トに関して
　 リフレクション ・シー トに関 しては、教員コメン トについての質問を含 め4項 目である。表
2、表3か ら、 自己の取 り組み を振 り返 りなが ら記録す ることで主体的に授業に取 り組めたと
感 じている学生が多いことが分か る。2014年度 と2013年度では、学習意欲の向上にっながっ
た と強 く感 じている学生の割合 に大きな差が見 られ るが、両年度 とも9割 程度の学生が3以 上
を選択 していることか ら、学習意欲の向上に何 らかの効果があったと考えていいであろ う。今
後改善すべき点 としては、記入す る時間が もっと欲 しかったと書いている学生が少なからず い
た ことである。振 り返 りに時間を要する学生もいることか ら余裕を持って記入できる時間を設
けるこ とも大切であろ う。
表2.リ フ レクシ ョン・シー トで毎回自己の取 り組みを振 り返る機会があることで主体的に授業 に取 り組
　 　 めた と思 う。
4 3 2 1 平均値
2013年度 6　 (28.6) 14　 (66.6) 1(4.8) o　 (o.o> 3.24
2014年度 8　 (50.0) 7　 (43.8) 1(6.2) o　 (o.o> 3.44
表3.　 毎回、 自己の取 り組み を振 り返 り記録 していくことは学習意欲の向上にっ ながった と思 う。
4 3 2 1 平均値
2013年度 1(4.8) 18　(85.7) 2　 (9.5> o　 (o.o> 2.95
2014年度 8　 (50.0) 6　 (37.5) 2　 (12.5) o　 (o.o> 3.38
自由記述2の 中で多 く見 られたキー ワー ドは、「振 り返ること」、「目標」、「課題」である。毎
回、1つ の項 目について2～3行 書いている学生もいれば、1行 程度の学生も少なか らずいた。
しか しなが ら、継続的に自己の取 り組みを振 り返 ることは、次回の学習の 目標設 定に もっなが
った ようで、このことが主体的に授業 に取 り組むきっかけを与えた と考 えられ る。以下に何点
かを挙げる。
　 (2013)授業 を受 けて終わ りではな く、自分 のできた点 ・できなかった点を振 り返る機会 を
　　　　　持っ ことができたのでよかったです。
　 (2013)自分が出来るようになった ところ、まだ頑張 らない といけないところを毎回記入 出
　　　　　来るので次週の 目標 がたてやすかったです。
　 (2013)改めて、その 目の リスニ ングやス ピーキングを最後に振 り返ることで課題が見 えて
　　　　　 くることもあってよかった。
　 (2014)毎回の授業での 自分の弱点 と向き合い 目標を設定す ることができた。
　 (2014)記入す るこ とで、自分の何がだめだったか、次に どう生かせ ばいいのか じっ くり考
　　　　　 えることができ、よ り意欲的に取 り組む ことができた と思います。
　 (2014)今目できるよ うになったこ とや毎回授業の反省 ができるので、次の授業に改善する
　　　　　 目標が分かるので良かったです。
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　 (2014)シートに書き込みなが ら、前回よ りも出来るようになった所や これか らの目標 など
　　　　　を自分 自身で見っけることができて、嬉 しかった し楽 しく学習意欲 を持つ ことがで
　　　　　きた。
　 (2014)最初慣れない うちは短時間で振 り返 っても良い点、反省点を うま く見いだせ なかっ
　　　　　たが、回数を重ね ることで授業の途中であって も反省 点や先週 より良 くなった点を
　　　　　意識するようにな りました。
最後の記述に見 られるよ うに、過去の授業で 自己省察の機会がない学生にとって、このよ うな
振 り返 りの記録 を取 ることは難 しさもあるようで、慣れてい くことが必要であることが伺 われ
る。 また、 「あま り上達で きな く同 じことばか り書いて しまい書 くことに困って しま うことも
あ りました。」 との感想が1件 あ り、このよ うな学生の問題点 ・弱点を教員がワー クシー トか
ら発見 し適切なア ドバイス してい くことの必要性が感 じられ る。
　教員からのコメン トが学生に どの ような効果を与えたかにっいては、表4、 表3に 示す通 り
である。 シー トに毎回4～5行 のコメン トを記入す ることは、筆者が予想 していた以上に学習
活動に役立つ とともに、意欲の向上にっながった と感 じている学生が多 く、平均値も高い。2013
年度、2014年度 とも 「4.強くそ う思 う」と回答 した学生が6割 以上であることは注 目すべ き結
果であろ う。
表4.　 教師からの コメン トは学習意欲の向上につながった と思 う。
4 3 2 1 平均値
2013年度 13(61.9) 6　 (28.6) 2　 (9.5) o　 (o.o> 3.52
2014年度 12　 (75.0) 4　 (25.0) o　 (o.o> o　 (o.o) 3.75
表5.教 師か らのコメン トは自己の学習活動の改善に役立ったと思 う。
4 3 2 1 平均値
2013年度 13　 (61.9) 7　 (33.3) 1(4.8) o　 (o.o) 3.57
2014年度 12　 (75.0) 4　 (25.0) o　 (o.o> o　 to.o> 3.75
自由記 述3の 中で多 く見 られた キー ワー ドは 、 「ア ドバ イ ス」、 厂コ ミュニ ケー シ ョン」、 「が ん
ば る」 で あ る。 以 下 に何 点か を挙 げ る。
　 (2013)授業 にはで きない会 話 が で き るので コ ミュニ ケ ー シ ョン を取 る手段 と して い い方 法
　 　 　　 　だ と思 い ます。 ポ イ ン トな どを教 え て くだ さ る時 もあ るの で身 の た めに な る し、 ち
　 　 　　 　ゃ ん と見 て くれて るんだ な と思 って私 は頑 張れ ま した。
　 (2013)しっか り一っ ず つ詳 しくコメ ン トして くだ さ るので 、こ うい う所 を もっ と頑 張れ ば
　 　 　　 　良 い んだ な と思 うこ とがで きま した。
　 (2013)とて も嬉 しか った 。詳 しく色 々な こ とを書 い て くれ た ので 、分 か りや す か った し、
　 　 　　 　共感 ・励 ま され る度 に頑 張 ろ うと思 った 。
　 (2013)しっか り見 て リア ク シ ョンが 返 って くる とい う点で 、 しっか り対応 して くれ て い る
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　　　　　 と感 じれ て良いと思います。またア ドバイス等 も参考になりま した。
　 (2013)第三者からの視点でコメン トしてもらうことで新 たに気づ くこともあったので良か
　　　　　ったな と思いま した。
　 (2013)ちゃん と一人一人を見ていてくれているんだな と感 じま した。
　 (2014)授業では出来なかった質問や、間違って しまったポイン トを先生からのコメン トを
　　　　　通 して コミュニケーシ ョンを取 ることができたので良かったです。先生か らほめて
　　　　　いただいた時には、これか らも頑 張ろ う!と い う気持ちにな りま した。
　 (2014)先生の コメン トで本当にひと りひ とりの内容理解やディクテーシ ョンの解答 を見て
　　　　　いるんだなと感 じ、今後 どのようにすればいいかなどのア ドバイスもあ りうれ しく
　　　　　思いました。
リフレクション・シー トによ り、学生が自己の取 り組みを振 り返る機会を毎回持った事 と共に、
教員が毎回学習者の学習状況のチェックを基 にコメン トし、ア ドバイスを与え、学習者一人一
人の取 り組みに 目を向けているこ とを示 したことが学習者の学習意欲の向上、さらには 自律的
学習へ と発展 させ ることができたと考えられ るのではないだろうか。
(3)セル フ ・チ ェ ック リス トに関 して
　 セ ル フ ・チ ェ ック リス トに関 す る2項 目の結 果 は、表6、 表7の 通 りで ある。2013年度 の平
均 値 が2.95と少 し低 め では あ るが、2013、2014年度 とも8割 以 上 の学 生 が学 習 意 欲 の向 上 に
っ なが った と思 うと回 答 してい る こ とか ら、少 な か らず 効果 は あ った と考 えて い いで あ ろ う。
また 、 リスニ ン グ ・ス ピー キ ングそ れ ぞれ につ いて 最初 の授 業 で設 定 した 自分 の到 達 目標 を定
期的 に 自己評価 す る とい うこ とが有 意義 だ と感 じた 学生 が どち らの年度 で も8割 以 上 となっ て
い る。
表6.チ ェックリス トで定期的に自己の到達度を評価することは学習意欲の向上にっながった と思 う。
4 3 2 1 平均値
2013年度 2　 (9.5) 16　(76.2) 3　 (14.3) o　 (o.o> 2.95
2014年度 5　 (31.3) 9　 (56.2) 2　 (12.5) o　 (o.o> 3.25
表6.具 体的な自分の到達 目標 を設定 し、定期的 に到達度 を評価することは有意義だ と思 う。
4 3 2 1 平均値
2013年度 3　 (14.3) 17　(so.s> 1(4.8) o　 (o.o> 3.09
2014年度 7　 (43.8) 8　 (50.0) 1(6.2) o　 (o.o> 3.38
(4)ポー トフォ リオ を用 いた英 語 学習 に 関 して
　最 後 に 、ポ ー トフォ リオ を用 い る こ とで 学生 が主 体的 に英 語 を学 ぶ こ とがで きたか にっ い て
の結 果 は表8の 通 りで あ る。 平均 値 が2013年度3.57、2014年度3.88と高い が 、特 に注 目す
べ き点 は 、「4.強くそ う思 う」 と回 答 した 学生 が2013年 度 は約57%、2014年 度 は約87%と 半
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数以上であることである。その理 由としては、上で述べたよ うに、「学習 ファイル」、「リフレク
ション ・シー ト」、「セル フ ・チ ェック リス ト」 の導入によることころが大きい と言えるが、ポ
ー トフォ リオ をこの授業で導入する意義 ・目的を詳 しく説明 した ことにも起因するのではない
かと考えられ る。先行研究(玉 木、2008)で、 自律的学習を促す手段 としてELPを 構成する
一部である 「学習 日記」を導入 したが、否定的に捉えた学生が多かった理由 として、教員か ら
の趣 旨説明が不十分であった ことを示唆 していることから、筆者 はポー トフォ リオを使用す る
意義 ・目的を第1回 目の授業ガイ ダンスで説明 した。その結果、表9に 見 られ る通 り2013年
度、2014年度 ともにほぼ全員 が説明に満足 していることが伺 える。
表8.ポ ー トフォリオ を用いた授業は、主体的に英語 を学習する方法 として効果的だった と思 う。
4 3 2 1 平均値
2013年度 12　 (57.1) 9　 (42.9) o　 to.o> o.(o.o> 3.57
2014年度 14　(87.5) 2　 (12.5) o　 (o.o> o　 (o.o> 　 ..
表9.第1回 目授業での、ポー トフォ リオを用いた授業の 目的の説明は十分だったと思 う。
4 3 2 1 平均値
2013年度 11(52.4)10　 (47.6) o　 (o.o) o　 (o.o> 3.52
2014年度 11(68.8) 4　 (25.0) 1(6.2) o　 (o.o> 3.63
7.ま と め
　本研究では、ポー トフォ リオを導入 した英語授業が、学習意欲 を向上させ 自律的学習を促す
ことに効果 があるかを検証'した。今回、筆者 が導入 したポー トフォ リオはELPの よ うな正式
なポー トフォ リオと比べかな り簡略化 された版 といえるものであるが、アンケー トの数値的結
果、 自由記述の両方か ら、ポー トフォ リオを取 り入れた授業は多 くの学生に肯定的に受け入れ
られ、ポー トフォ リオを学習者の 自律性 ・学習意欲を向上 させ る教授学習手段 として使用す る
ことの効果が認め られたと言えるであろう。学生達は自分 自身のフォルダーを作 るこ とで 自ら
の学習過程を管理 し自己の学習活動を積み重ねてい くことに達成感 を感 じ、 リフレクション ・
シー トで自己の弱点や力の向上 を認識す ることで 旨標 ・課題を見つけだ し、意欲的に、自律的
に英語学習に取 り組 んでいったことが自由記述から伺 える。中には最初、毎回記録をっ けるこ
とが少なからず面倒 だと感 じていた学生 もいたが、教師からのコメン トを励みに、振 り返 り記
録 してい くことの意義 を徐 々に感 じていくよ うになった ようである。「内省」や 「振 り返る」と
い う作業はポー トフォ リオを有効 に活用す るためには非常に重要 な特徴だ と言える。内省な し
では、ポー トフォ リオは単にすべてのプ リン トを集 めたファイル に過ぎない とも言 え、その点
で も、ポー トフォ リオ学習における リフ レクション・シー トの役割は大きい と言えるであろ う。
　 さらに、筆者が想像 していた以上に、教師からフィー ドバ ックを受ける形での協働活動が学
習意欲の向上にっながった ことがアンケー ト結果 と自由記述から明 らかになった。 リフレクシ
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ヨン ・シー トに教員が毎回 コメン トを書き入れることにより、学習のア ドバイ スを与 えるだ け
でなく、学習者 と教員のコミュニケー ションの手段にもな り、教員が一人一人 を受け入れる姿
勢を示す ことによって、学習者の学習意欲 の向上、更には 自律的学習へ の取 り組み とっながっ
た と言えるであろ う。学習者 の学びの省察に教員が寄 り添 う手立てを行 うことで、その効果が
一層高まる と言えるのではないだろ うか。 ポー トフォ リオ学習を成功 させ るためには教員のき
め細かな支援が重要であることが本研究で明らかになった と言えよ う。一方、筆者 もポー トフ
ォ リを活用 して、個 々の学習者 の学習 の軌跡 を確認 し内省を深め、教師オー トノミー の促進 に
っなげることができた と言 える。ポー トフォ リオは、作成過程の中で学習者が 自己省察を行 う
機会を与え、同時に教師もポー トフォ リオに毎回記述 された学習者の 自己省 察的 コメン トをオ
ンラインで観察 し適切な支援を与え ることが可能であると言えよう。 このように、ポー トフォ
リオは、学習者 と教 師が互いにフィー ドバ ックを受け取 るための媒体 としての役割を果た し、
「協働評価」 として学習者 と教師の両者に有益な効果をもた らす とも言えるであろ う。
　テキス ト教材に比べ、ポー トフォ リをクラスに導入す ることは教材の作成、学習ファイルの
点検な ど教師にとっても大きな負担である。 さらに全員の リフレクション ・シー トに毎回コメ
ン トを書 くことにもかな りの時間を費や し容易な ことではない。 しか しなが ら、ポー トフォ リ
オを導入す るこ とで学習者 の自律性 ・学習意欲 といった情意的レベルで大きな効果を与えた結
果を見る と、今後 も改善を行いなが らポー トフォ リオ学習を継続 していきたい と思 う。
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資料1;婆 フ レクシ 翁ン ・シー ト詑入例
　 　 　 　 　 噂　庵


















































































































































































































































































































































































































































































資 料2;セ ル フ ・チ 蕩 ッ ク シ ー ト記 入 例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セルフ ・チ 諜ックシー・ト(3)
　　　　　　　　　　　 一 幾叢期騰内の援臠 りごとに霞分の欺ウ編みを撲り返變、錢己欝貰してみましょう萋　 一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 範
く葉IS靉 受鬻 　　　20辮墜7月!7臼〉







獲ちる音9懸こえなくなる葡 を禽む糠 フレー ズの醐き敏りがで囈る o
つな力叢って驩こえる畜を言む単鳳 ツレー ズの饑驀簿りができる　　 ・ ◎ 、
鞘 ごとでなく、慧謙のかたまりで鑷解しようと鄲ケる 'o
繕し司らの潮蹕斃を闘1レな力叢ら懇こうとナる　　　　　. o
侮が譜さおているか暢魏鑒㈹ ら掘難しながら鷆こケとする ◎ 5　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 騷
イントネーシ藤ンを拳がかりに鱒 鷲贓 睡をくみとあうとする o ≧　　　【
キ州に塗る鞫贋やフレ榊ズを擦りながら鯔 を顧 し柔うと掌る ◎ 、
様 な々1葡階獺晦を触 プレ榊瀬の闘き敏リカ窰できる　　・　　 ・ ◎
臠き糊 こえる繊 夐燃 ・孅 魏ている　　　　　　　　　　　・ ◎
1
鶏 らしく難数える柔う董ご㎜ して繕 している　　　　　・ 、'ご)
㈱ らないよ参に菊隠らしいリズムやイントネ讐シ蓼ンで窘難してい巻 o・鴨セリフに捌陽を




　　畜種 μ移 鈎 参、4轡穿 殯 熔 ソ、参繕栃 拶擁 憾葱《冫が8多8ケ多《麟 κ 縮 　 　　.
採凶 ギサ昆郭鰭縄ぴ 襲々 払 ソ薩{蝿助力,みρ孔以拶'ソ多裁・・メ凶ひ費'ご疹"移"'㍗讐μ〃
〈ス・ピ壁キングについて⑳A分擦身の幾 戮撮をどのくらい遡陰できているか億a欝鎌しましよう〉　　　 '
　　露篇鶏鰭蕊緒 綴 綉だ燦婆第劉激歪み騨z纏。六.
「
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